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【はじめに】Ti3O5は多くの結晶多形を持つ Ti酸化物である。α, β, λ相は温度や光による相転移を

起こす。460 Kを境に高温側で安定なα相からβ相に転移し[1]、そのβ相からパルスレーザ照射によ

りλ相が発現する[2]。また、構造相転移に伴う金属-絶縁体転移が報告されている。一方で、良質

な結晶が得られていないため、γ相の基礎物性はほとんど明らかになっていない[3]。そこで本研究

では、γ-Ti3O5 薄膜を合成しその物性を明らかにすることを目的とした。その結果、超伝導を観測

したので報告する。 

【実験】γ-Ti3O5 薄膜は TiOx を原料ターゲットに用いパルスレーザ堆積法により作製した。

α-Al2O3(0001)基板上に基板温度 900℃、酸素分圧 1×10-7 Torrの条件下で薄膜合成を行なった。Cu 

Kα1 X線回折計および放射光 X線回折計（SPring-8、BL15XU）により薄膜の結晶構造を評価した。

物理特性評価システムにより薄膜の磁気伝導特性を測定した。 

【結果と考察】対称面および非対称面の X線回折測定から、作製した薄膜が(011)配向したγ-Ti3O5

であることを明らかにした。図 1 に極低温にお

ける抵抗率の温度依存性を示す。明瞭な超伝導

転移を観測し、印可磁場の増加に伴う転移温度

の減少を確認した。ゼロ磁場での超伝導転移温

度 TC, onsetは 7.1 Kであった。二元系 Ti酸化物で

は TiO が超伝導を示すが、その TCは最高で 2.3 

K[4]である。今回明らかにしたγ-Ti3O5薄膜の TC

は、その３倍を超えている。また、γ-Ti3O5は純

粋な二元系酸化物の中で最も TC が高い物質と

いえる。講演では、詳細な薄膜構造解析と物性

に関して発表する予定である。 
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図 1. γ-Ti3O5 薄膜の極低温における抵抗率の

温度依存性。磁場の向きは薄膜の面直に平行。 
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